
●
世
界
一
の
大
富
豪

　

メ
キ
シ
コ
の
企
業
家
カ
ル
ロ
ス
・
ス

リ
ム
は
ア
メ
リ
カ
・
フ
ォ
ー
ブ
ス
紙『
世

界
の
大
富
豪
番
付
』
の
常
連
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
の
初
登
場
以
来
ご
ぼ
う
抜

き
で
番
付
表
を
か
け
上
が
り
、
二
〇
〇

九
年
に
つ
い
に
首
位
に
の
ぼ
り
つ
め
、

以
来
三
年
間
、
そ
の
座
を
守
り
続
け
て

い
る
。
資
産
の
大
半
を
成
す
の
が
彼
と

彼
の
家
族
が
経
営
支
配
す
る
会
社
の
株

式
で
あ
る
。
そ
の
事
業
は
三
つ
の
柱
か

ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
株
会
社
の
下

に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
柱
が
ア

メ
リ
カ
・
モ
ビ
ル
傘
下
の
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
全
域
に
展
開
す
る
通
信
事
業
、
第

二
の
柱
が
イ
ン
ブ
ル
サ
金
融
グ
ル
ー
プ

傘
下
の
メ
キ
シ
コ
国
内
の
金
融
事
業
、

そ
し
て
第
三
の
柱
が
グ
ル
ー
ポ
・
カ
ル

ソ
傘
下
の
メ
キ
シ
コ
国
内
の
商
業
、
製

造
業
の
多
様
な
事
業
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
資
産
額
で
過
半
を
占
め
る
の
が
、
第

一
の
柱
、
ア
メ
リ
カ
・
モ
ビ
ル
の
株
式

で
あ
る
。

　

メ
キ
シ
コ
で
は
ア
メ
リ
カ
・
モ
ビ
ル

の
売
上
げ
に
貢
献
せ
ず
に
生
活
す
る
こ

と
は
不
可
能
に
近
い
。
ア
メ
リ
カ
・
モ

ビ
ル
が
固
定
電
話
の
八
割
、
携
帯
電
話

の
七
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
事
実
上
の

独
占
企
業
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
別
会

社
と
契
約
し
た
と
し
て
も
、
回
線
接
続

料
の
支
払
い
で
ア
メ
リ
カ
・
モ
ビ
ル
に

間
接
的
貢
献
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
し

か
も
そ
の
回
線
接
続
料
が
、
こ
れ
ま
で

ア
メ
リ
カ
・
モ
ビ
ル
に
よ
り
一
方
的
に

高
値
に
設
定
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対

し
二
〇
一
一
年
五
月
に
最
高
裁
が
是
正

を
命
じ
、
回
線
接
続
料
は
会
社
間
の
交

渉
と
し
、
交
渉
決
裂
の
場
合
は
連
邦
通

信
委
員
会
の
裁
定
に
よ
り
決
ま
り
、
大

幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ

た
⑴

。
た
だ
し
そ
の
利
益
が
利
用
者
に

還
元
さ
れ
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り

そ
う
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
・
モ
ビ
ル
の
市
場
独
占
に

よ
り
メ
キ
シ
コ
の
電
話
料
金
は
高
い
。

二
〇
一
二
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
の
報
告
書
は
、
メ
キ
シ
コ
の
電
話

料
金
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
最
高
で
、

高
い
電
話
料
金
に
よ
る
逸
失
利
益
は
二

〇
〇
五
〜
〇
九
年
の
年
平
均
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
一
・
八
％
に
も
の
ぼ
る
と
論
じ
て
い

る
。
電
話
会
社
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の
二

倍
の
利
益
率
を
享
受
し
て
い
る
と
も
指

摘
し
て
い
る
⑵

。

　

高
い
電
話
料
金
の
支
払
い
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ

キ
シ
コ
人
の
間
で
カ
ル
ロ
ス
・
ス
リ
ム

の
評
判
は
決
し
て
悪
く
な
い
。
そ
の
理

由
は
ひ
と
つ
に
、
ス
リ
ム
が
イ
メ
ー
ジ

管
理
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
⑶

、
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
理
由

と
し
て
蓄
積
し
た
富
の
一
部
を
積
極
的

に
社
会
に
還
元
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。

● 
慈
善
事
業
家　

カ
ル
ロ
ス
・
ス
リ
ム

　

ス
リ
ム
は
二
〇
〇
四
年
以
降
、
三
つ

の
持
株
会
社
の
経
営
を
三
人
の
息
子
に

任
せ
、
活
動
の
軸
足
を
慈
善
事
業
に
移

し
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
の
「
慈
善

事
業
家
番
付
」
で
は
ス
リ
ム
は
二
〇
一

一
年
に
寄
付
額
で
世
界
第
五
位
に
位
置

し
て
い
る
⑷

。
彼
の
上
に
は
マ
イ
ク
ロ
・

ソ
フ
ト
の
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
、
投
資
家
の

ウ
ォ
ー
レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト
な
ど
錚そ

う

々そ
う

た
る
顔
ぶ
れ
が
並
ぶ
。
フ
ォ
ー
ブ
ス
誌

は
ス
リ
ム
が
二
〇
〇
四
年
と
二
〇
一
〇

年
に
二
〇
億
ド
ル
ず
つ
、
彼
が
設
立
し

た
二
つ
の
財
団
、
テ
ル
メ
ッ
ク
ス
財
団

と
カ
ル
ロ
ス
・
ス
リ
ム
財
団
に
寄
付
し

た
と
報
じ
て
い
る
。
た
だ
し
メ
キ
シ
コ

の
財
団
は
財
務
公
開
の
義
務
が
な
い
の

で
公
開
資
料
で
寄
付
額
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
財
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
二
つ
の
財
団
合
わ

せ
て
五
〇
億
ド
ル
の
資
産
を
持
つ
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
産
を
元
手
に
毎

年
の
事
業
が
運
営
さ
れ
る
が
、
二
〇
〇

九
年
の
活
動
計
画
に
は
七
九
億
ペ
ソ

（
約
六
億
ド
ル
）、
二
〇
一
〇
年
に
は
一

八
八
億
ペ
ソ
（
約
一
五
億
ド
ル
）
が
事

業
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
た
。
二
〇

一
〇
年
の
額
が
大
き
い
の
は
後
述
の
ソ

ウ
マ
ヤ
美
術
館
の
建
設
費
を
含
む
た
め

で
あ
る
。

　

こ
の
額
が
大
き
い
か
小
さ
い
か
は
評

価
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
は
二
〇
一
二
年
の
ス
リ

ム
の
資
産
を
六
九
〇
億
ド
ル
と
は
じ
き

だ
し
て
い
る
。
実
は
こ
の
額
は
前
年
よ

り
五
〇
億
ド
ル
小
さ
い
。
資
産
縮
小
の

理
由
は
、
最
高
裁
の
回
線
接
続
料
引
き

下
げ
勧
告
と
、
同
時
期
に
公
正
取
引
委

員
会
が
出
し
た
独
占
行
為
に
対
す
る
罰

金
支
払
い
命
令
を
受
け
て
、ア
メ
リ
カ
・

経
済
・
政
治
・
社
会
の
発
展
に
お
け
る
企
業
家
・
経
営
者
の
役
割

星
野
妙
子

特  

集メ
キ
シ
コ
の
カ
ル
ロ
ス
・
ス
リ
ム

―
大
富
豪
の
社
会
貢
献
―
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モ
ビ
ル
の
株
価
が
下
落
し
た
た
め
で
あ

る
。
裏
を
返
せ
ば
五
〇
億
ド
ル
は
ス
リ

ム
に
と
り
自
ら
の
才
覚
で
稼
ぎ
出
せ
る

規
模
の
金
額
で
あ
る
と
い
え
る
。

●
目
標
は
貧
困
削
減

　

カ
ル
ロ
ス
・
ス
リ
ム
が
慈
善
事
業
の

目
標
と
し
て
掲
げ
る
の
は
貧
困
の
削
減

で
あ
る
。
彼
は
企
業
の
発
展
に
は
国
の

発
展
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

貧
困
問
題
の
解
決
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
た
だ
し
施
し
は
貧
困
問
題
を
一

時
的
に
和
ら
げ
る
が
根
本
的
な
解
決
を

も
た
ら
さ
な
い
。
最
良
の
方
法
は
雇
用

の
創
出
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
教
育

と
健
康
に
投
資
し
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

二
つ
の
財
団
は
奨
学
生
支
援
、
就
学

児
へ
の
眼
鏡
や
通
学
用
自
転
車
の
供

与
、
教
育
機
関
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

寄
贈
、
デ
ジ
タ
ル
教
育
、
健
康
知
識
の

普
及
、
外
科
手
術
や
臓
器
移
植
へ
の
支

援
、医
療
機
関
へ
の
医
療
機
器
の
寄
贈
、

医
学
研
究
へ
の
助
成
、
医
療
人
材
の
育

成
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
歴
史
研
究
所
・

美
術
館
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営
、
自

然
災
害
時
の
被
災
者
支
援
、
低
利
の
マ

イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
等
々
、
非
常

に
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
興
味

深
い
事
業
と
し
て
青
少
年
犯
罪
者
に
対

す
る
保
釈
金
の
支
援
が
あ
る
。
刑
務
所

へ
の
収
監
は
か
え
っ
て
更
生
の
芽
を
摘

む
と
の
考
え
か
ら
、
初
犯
で
家
族
が
更

生
を
見
守
る
こ
と
を
条
件
に
保
釈
金
を

支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
一
九

九
六
年
か
ら
二
〇
一
一
年
の
間
に
九
万

一
〇
〇
〇
人
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
恩

恵
を
受
け
た
。

　

活
動
は
メ
キ
シ
コ
が
中
心
だ
が
、

徐
々
に
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
へ

も
活
動
を
広
げ
て
い
る
。
例
え
ば
二
〇

一
〇
年
に
は
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ

ツ
財
団
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
、
米
州
開
発

銀
行
、
カ
ル
ロ
ス
・
ス
リ
ム
財
団
が
共

同
で
一
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
資
金
を

拠
出
し
、
メ
キ
シ
コ
南
部
と
中
米
の
貧

困
層
を
対
象
と
す
る
衛
生
環
境
改
善
事

業
「
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
健
康
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
二
〇
一
五
」
を
立
ち
上
げ
た
。

五
年
計
画
で
各
国
政
府
と
協
力
し
て
幼

児
死
亡
率
引
き
下
げ
や
栄
養
状
態
改
善

の
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
⑸

。

●
持
て
る
資
源
の
活
用

　

カ
ル
ロ
ス
・
ス
リ
ム
の
慈
善
事
業
の

特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
持
て
る
資
源
を
動

員
し
慈
善
事
業
に
生
か
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
例
え
ば
奨
学
生
支
援
の
場
合
、

支
援
の
内
容
は
中
学
生
・
高
校
生
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無

料
接
続
の
供
与
、
大
学
生
・
大
学
院
生

は
こ
れ
に
月
々
の
奨
学
金
給
付
が
加
わ

る
。
ま
た
二
〇
〇
七
年
か
ら
カ
サ
・
テ

ル
メ
ッ
ク
ス
と
い
う
講
習
所
を
開
設

し
、
低
所
得
者
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
操
作
の
教
育
普
及
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
二
〇
一
二
年
現
在
、
全
国
一

三
カ
所
に
カ
サ
・
テ
ル
メ
ッ
ク
ス
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。受
益
者
は
ア
メ
リ
カ
・

モ
ビ
ル
の
潜
在
的
顧
客
で
も
あ
る
の

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
慈
善
が
結
び
つ
い
た

一
挙
両
得
の
事
業
と
い
え
る
。

　

持
て
る
資
源
を
活
用
し
た
慈
善
事
業

の
最
た
る
も
の
は
一
九
九
九
年
に
亡
く

な
っ
た
夫
人
の
名
を
冠
し
た
ソ
ウ
マ
ヤ

美
術
館
で
あ
る
。
ス
リ
ム
は
世
界
屈
指

の
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
り
、
そ
の

収
集
品
を
メ
キ
シ
コ
市
南
部
の
商
業
施

設
プ
ラ
サ
・
ロ
レ
ト
内
に
ソ
ウ
マ
ヤ
美

術
館
を
開
設
し
一
九
九
四
年
か
ら
公
開

し
て
い
た
が
、
二
〇
一
一
年
に
メ
キ
シ

コ
市
中
心
に
近
い
商
業
施
設
プ
ラ
サ
・

カ
ル
ソ
に
新
し
い
美
術
館
を
完
成
さ
せ

た
。
旧
ソ
ウ
マ
ヤ
美
術
館
が
工
場
を
改

装
し
た
質
素
な
つ
く
り
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
同
年
三
月
に
開
館
し
た
新
ソ
ウ

マ
ヤ
美
術
館
は
前
衛
的
な
外
観
で
異
彩

を
放
っ
て
い
る
（
裏
表
紙
参
照
）。
設

計
者
は
ス
リ
ム
の
娘
婿
の
建
築
家
で
、

こ
れ
も
持
て
る
資
源
の
活
用
と
い
え
ば

い
え
る
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
中
世
か
ら
現

代
に
至
る
西
欧
と
メ
キ
シ
コ
の
絵
画
、

彫
刻
、メ
キ
シ
コ
の
遺
跡
発
掘
品
、そ
の

他
の
美
術
品
で
、
目
玉
は
パ
リ
の
ロ
ダ

ン
博
物
館
に
次
ぐ
と
い
わ
れ
る
ロ
ダ
ン

の
彫
刻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
教
科

書
に
載
る
よ
う
な
作
品
を
、
手
を
伸
ば

せ
ば
と
ど
く
距
離
で
鑑
賞
で
き
、
写
真

は
撮
り
放
題（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
は
禁
止
）、

し
か
も
年
中
無
休
で
入
場
無
料
。
世
界

一
の
大
富
豪
と
は
こ
う
い
う
も
の
か
と
、

そ
の
懐
の
広
さ
に
感
嘆
の
念
を
禁
じ
え

な
い
。
高
い
電
話
料
金
に
不
満
を
持
つ

メ
キ
シ
コ
人
も
、
ソ
ウ
マ
ヤ
美
術
館
を

堪
能
し
た
後
は
、
カ
ル
ロ
ス
・
ス
リ
ム

を
批
判
す
る
気
が
失
せ
る
に
違
い
な
い
。

（
ほ
し
の　

た
え
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

在
メ
キ
シ
コ
海
外
研
究
員
）

《
注
》

⑴
詳
細
は
拙
稿
「
海
外
研
究
員
レ
ポ
ー
ト
」

二
〇
一
一
年
六
月
七
日（w

w
w.ide.go.

jp/japanese/publish/overseas_report/

1106-hosino.htm
l

）
参
照
。

⑵O
EC
E, Review

 of Telecom
m
unication 

Policy and R
egulation in M

exico, 

O
EC
D, 2012.

⑶
た
と
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
彼
の

名
前
を
冠
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
（w

w
w
.carlosslim

.com

）、
経
歴
、

事
業
活
動
、
慈
善
活
動
な
ど
の
情
報
を

載
せ
て
い
る
。
ま
た
傘
下
の
高
級
雑
貨

店
サ
ン
ボ
ー
ン
ズ
の
書
籍
売
り
場
に
行

け
ば
、
カ
ル
ロ
ス
・
ス
リ
ム
人
物
伝

（Jo
sé M

a
rtín
ez, C

a
rlo
s S
lim
 

R
etrato in

éd
ito, O

cean
o, 2
0
1
0

）

が
平
積
み
に
な
っ
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

⑷Fo
rbes, M

ay 2
0
, 2
0
1
1
.

⑸
詳
細
はw

w
w
.carlosslim

.com

参
照

の
こ
と
。

メキシコのカルロス・スリム―大富豪の社会貢献―

23 アジ研ワールド・トレンド No.201 （2012. 6）




